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Retrograde superselective intra-arterial chemotherapy and daily concurrent 























































申請者応答：舌癌の標準治療は手術であり，stage IIIでは 50-80%，stage IVでは 30-50%
程度の 5年生存率とされる．同じ stageで比較すると本研究の方が成績は優れているが，
本研究は N0 症例に限定している．手術群には頸部リンパ節転移ありの症例も含まれて
いるため単純な比較は困難だが，本研究の治療成績は手術群と比較しても非劣勢と考え
ている． 
3. 潜在性頸部リンパ節転移に対する治療効果として 3項目を挙げているが，どの項目が制
御に最も寄与していると考えられるか． 
申請者応答：本研究では還流域の検討を行った．後発頸部リンパ節転移のあった 5例中
4 例では還流の認められなかった領域からの後発転移であった．1 例では還流を認めた
領域からの後発転移であったが，局所再発を伴う症例であり，局所再発からの転移の可
能性も否定できないことから，還流のあった領域からは純粋な後発頸部リンパ節転移は
認めず，経動脈的な抗癌剤の還流が潜在性頸部リンパ節転移の制御に最も寄与している
と示唆された． 
 
この他に多くの質疑が行われたが，いずれも適切な回答が得られた． 
 
以上の審査から，本研究は T2-4N0舌癌に対する超選択的動注化学放射線療法が潜在性頸部
リンパ節転移を制御しうるかの検討を行ったものであり，学術的かつ臨床的に高く評価で
きる内容である．また，本研究により得られた知見はさらなる臨床研究につながる可能性
がある．従って審査の結果，本学位論文は博士（医学）の学位に値するものと判断された． 
